
学則の変更の趣旨等を記載した書類 

 

１ 学則変更（収容定員変更）の内容 

平成３１年度を期限とする１０名の入学定員について，令和３年度までの期限を付し

た再度の入学定員増を行い，令和２年度の入学定員を再度の定員増を行わなかった場合

の９０名から１００名に変更する。 

  これにあわせて，収容定員についても令和３年度までの期限を付した臨時の入学定員

増を踏まえ，再度の定員増を行わなかった場合の５９０名から６１０名に変更する。 

 

２ 学則変更（収容定員変更）の必要性 

  地域医療を担う医師不足という深刻な状況から，平成２１年度に「緊急医師確保対策」

に基づき平成２９年度までの期限を付した５名の臨時定員増を，また「経済財政改革の基

本方針２００８」に基づき５名の恒久定員増をそれぞれ実施した。 

  さらに，平成２２年度に「経済財政改革の基本方針２００９」に基づき平成３１年度ま

での期限を付した５名の臨時定員増を実施した。また，平成２９年度には時限を迎えた

「緊急医師確保対策」に基づく臨時定員５名を平成３１年度まで２年間延長した。 

  今回の平成３１年度を期限とする１０名の入学定員については，依然として医師不足

が続いており，大分県からも医師偏在の非常事態に直面しているへき地医療に対する医

師の育成について強い要望があるため，今後も継続して取り組む。 

  なお，再度の定員増を行う１０名については，これまでどおり AO 入試の地域枠入学者

とする。 

 

３ 学則変更（収容定員変更）に伴う教育課程等の変更内容 

教育課程の変更は行わないが、地域医療（へき地を含む）に携わる医療人の育成をめざ

し，以下の地域医療教育をカリキュラムに組み込み充実させている。 

 

１）１年次の入学直後の「早期体験実習（３日間）」では、地域の障害者支援施設で介護

実習を行い、実際の医療現場を体験することにより、医学部学生としての意識付けを

確たるものとしている 

２）３年次の「地域医療実習・講義（２週間）」では、地域医療の現状と課題に関する講

義に加えて、県内 55 箇所の診療所（へき地診療所を含む）での体験実習を行うこと

により、プライマリ・ケアの重要性を学んでいる 

３）４年次の「研究室配属（３ヶ月）」では、医学部の講座・研究室あるいは学外（国内・

海外）研究施設で 8 週間の研究を行っている。この際、地域枠を含めて地域医療に興

味のある学生は総合診療・総合内科学講座、総合外科・地域連携学講座に配属され、

地域をフィールドとした臨床研究を行い、リサーチマインドを涵養している 
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４）５年次の「地域医療実習（２週間）」では、大分県内 15 箇所のへき地医療拠点病院で

泊まり込みの実習を行い、地域包括ケアの現場を体験しつつ、高齢者医療・多職種連

携・在宅医療・医療コミュニケーションなど地域医療に必須の知識・技能・態度を学

んでいる 

５）５年次の「総合診療科実習（２週間）」では、地域の家庭医や病院総合診療医の協力

を得て、外来診療・在宅医療・救急を含めた体験型臨床実習を行い、総合的臨床能力

の重要性を学んでいる 

６）６年次の「選択型臨床実習（４週間）」で総合診療・総合内科学講座、総合外科・地

域連携学講座を選択した学生は、離島・中山間部の医療機関を含めた地域医療の現場

で参加型臨床実習を行い、地域医療の必要性とその役割を学んでいる 

 

なお，今回の収容定員変更により増員の対象となる AO 入試の地域枠で入学した学生

は，上記のカリキュラムに加え，夏季の地域医療研修会，秋季の地域医療セミナー、およ

び冬季の“へき地医療中核病院”の医師による講演会・交流会に参加する。本学地域医療

学センターの教員によるキャリア支援とともに、地域枠の卒業生と在校生による“大分の

地域医療の明日を拓く会”による屋根瓦式の支援体制が構築されており、早期から段階的

に地域医療を体験し，使命感や知識・技術・態度の習得を図ることができている。令和２

年度以降もこのカリキュラムを継続し，優秀な卒業生を輩出して地域医療の発展に寄与

していく。 

 

2



3



国公私立

国立

１．現在（令和元年度）の入学定員（編入学定員）及び収容定員
入学定員 2年次編入学定員 3年次編入学定員 収容定員

100 10 0 650

（収容定員計算用）
H26 H27 H28 H29 H30 R1 計
100 100 100 100 100 100 600
10 10 10 10 10 0 50

（ウ）3年次編入学定員 0 0 0 0 0 0 0
110 110 110 110 110 100 650

２．本増員計画による入学定員増を行わない場合の令和2年度の入学定員（編入学定員）及び収容定員

入学定員 2年次編入学定員 3年次編入学定員 収容定員
90 10 0 590

（収容定員計算用）
R2 R3 R4 R5 R6 R7 計

90 90 90 90 90 90 540
10 10 10 10 10 0 50

（ウ）3年次編入学定員 0 0 0 0 0 0 0
100 100 100 100 100 90 590

0 0 0 0 0 0

３．令和2年度の増員計画
入学定員 2年次編入学定員 3年次編入学定員 収容定員

100 10 0 610

（収容定員計算用）
R2 R3 R4 R5 R6 R7 計
100 100 90 90 90 90 560
10 10 10 10 10 0 50

（ウ）3年次編入学定員 0 0 0 0 0 0 0
110 110 100 100 100 90 610

0 0 0 0 0 0

10

（内訳）

10

0

0

10計

（ア）入学定員

（臨時的な措置で減員
した場合、その人数）

増員希望人数

(2) 研究医養成のための入学定員／編入学定員増（研究
医枠）

(3) 歯学部入学定員の削減を行う大学の特例に伴う入学
定員／編入学定員増（歯学部振替枠）

(1) 地域の医師確保のための入学定員／編入学定員増
（地域枠）

（イ）2年次編入学定員

計

大学名

大分大学

（臨時的な措置で減員
した場合、その人数）

（ア）入学定員
（イ）2年次編入学定員

計

計

（ア）入学定員
（イ）2年次編入学定員
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１
．

地
域

の
医

師
確

保
の

た
め

の
入

学
定

員
増

に
つ

い
て

増
員

希
望

人
数

1
0

都
道

府
県

名
増

員
希

望
人

数
大

分
県

1
0

1
0

※
「
大

学
所

在
地

以
外

の
都

道
府

県
」
が

5
都

道
府

県
未

満
の

場
合

は
、

残
り

の
欄

は
空

欄
で

ご
提

出
く
だ

さ
い

。

都
道

府
県

名
H

3
0
地

域
枠

定
員

（
※

1
）

H
3
0
貸

与
者

数
（
※

2
）

R
1
地

域
枠

定
員

（
※

1
）

R
1
貸

与
者

数
（
※

2
）

H
3
0
と

R
1
の

貸
与

者
数

の
う

ち
多

い
方

の
数

大
分

県
1
0

1
3

1
0

1
3

1
3 0 0 0 0 0

計
1
0

1
3

1
0

1
3

1
3

（
※

1
）
臨

時
定

員
分

の
み

ご
記

入
く
だ

さ
い

。
（
※

2
）
恒

久
定

員
の

中
で

地
域

枠
を

実
施

し
て

い
る

場
合

、
恒

久
定

員
分

の
地

域
枠

の
人

数
も

含
め

た
修

学
資

金
の

貸
与

実
績

を
ご

記
入

く
だ

さ
い

。
※

6
都

道
府

県
未

満
の

場
合

は
、

残
り

の
欄

は
空

欄
で

ご
提

出
く
だ

さ
い

。

大
学

が
所

在
す

る
都

道
府

県

大
学

所
在

地
以

外
の

都
道

府
県

計（
１

）
対

象
都

道
府

県
名

及
び

増
員

希
望

人
数

（
２

）
修

学
資

金
の

貸
与

を
受

け
た

地
域

枠
学

生
の

確
保

状
況
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１
．

大
学

が
講

ず
る

措
置

１
－

１
．

地
域

枠
学

生
の

選
抜

①
令

和
元

年
度

に
実

施
し

た
地

域
枠

学
生

の
選

抜
に

つ
い

て
、

下
記

を
ご

記
入

く
だ

さ
い

。
複

数
種

類
の

選
抜

を
行

っ
た

場
合

に
は

、
そ

れ
ぞ

れ
ご

記
入

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

参
考

と
し

て
学

生
募

集
要

項
の

写
し

を
ご

提
出

く
だ

さ
い

。

募
集

人
数

う
ち

臨
時

定
員

分

A
O

入
試

（
ⅱ

）
A

O
入

試
別

枠
（
区

別
型

）
1
3

1
0

H
2
1
以

前

合
計

1
3

1
0

（
※

1
）
貴

大
学

の
学

生
募

集
要

項
の

事
項

を
そ

の
ま

ま
ご

記
入

く
だ

さ
い

。

※
空

欄
が

あ
る

場
合

は
、

何
も

記
入

せ
ず

に
そ

の
ま

ま
ご

提
出

く
だ

さ
い

。

②
令

和
2
年

度
に

実
施

す
る

地
域

枠
学

生
の

選
抜

に
つ

い
て

、
下

記
を

ご
記

入
く
だ

さ
い

。
複

数
種

類
の

選
抜

を
行

っ
て

い
る

場
合

に
は

、
そ

れ
ぞ

れ
ご

記
入

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

参
考

と
し

て
学

生
募

集
要

項
の

写
し

を
ご

提
出

く
だ

さ
い

。

募
集

人
数

う
ち

臨
時

定
員

分

A
O

入
試

（
ⅱ

）
A

O
入

試
別

枠
（
区

別
型

）
1
3

1
0

H
2
1
以

前

合
計

1
3

1
0

（
※

1
）
貴

大
学

に
て

作
成

予
定

の
学

生
募

集
要

項
の

事
項

を
そ

の
ま

ま
ご

記
入

く
だ

さ
い

。
※

空
欄

が
あ

る
場

合
は

、
何

も
記

入
せ

ず
に

そ
の

ま
ま

ご
提

出
く
だ

さ
い

。

名
称

選
抜

方
式

選
抜

方
法

等
（
１

）
選

抜
方

法
【
第

１
次

選
考

】
一

般
枠

，
地

域
枠

と
も

に
，

大
学

入
試

セ
ン

タ
ー

試
験

の
成

績
に

よ
り

第
１

次
選

考
（
一

般
枠

，
地

域
枠

と
も

に
募

集
人

員
の

約
２

.５
倍

）
を

行
い

，
第

２
次

選
考

の
対

象
者

を
決

定
し

ま
す

。
※

第
１

次
選

考
の

結
果

に
つ

い
て

は
，

通
知

書
を

令
和

２
年

（
2
0
2
0
年

）
２

月
６

日
（
木

）
に

受
験

者
全

員
へ

電
子

郵
便

で
出

願
時

に
登

録
し

た
現

住
所

へ
通

知
し

ま
す

。
当

日
の

1
8
時

ま
で

に
未

着
の

場
合

は
，

最
寄

り
の

集
配

郵
便

局
に

問
い

合
わ

せ
て

く
だ

さ
い

。
な

お
，

第
１

次
選

考
合

格
者

は
，

第
２

次
選

考
試

験
当

日
に

，
必

ず
「
大

分
大

学
受

験
票

」
と

「
大

学
入

試
セ

ン
タ

ー
試

験
受

験
票

」
の

２
種

類
を

忘
れ

ず
に

持
参

し
て

く
だ

さ
い

。
【
第

２
次

選
考

】
一

般
枠

，
地

域
枠

と
も

に
，

面
接

（
個

人
面

接
及

び
グ

ル
ー

プ
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
）
を

行
い

，
自

己
推

薦
書

，
調

査
書

，
特

別
活

動
に

関
す

る
調

査
書

及
び

大
学

入
試

セ
ン

タ
ー

試
験

の
成

績
を

総
合

的
に

評
価

し
，

合
格

者
を

決
定

し
ま

す
。

な
お

，
同

点
者

が
い

る
場

合
は

，
大

学
入

試
セ

ン
タ

ー
試

験
の

総
得

点
の

高
得

点
者

，
大

学
入

試
セ

ン
タ

ー
試

験
の

理
科

の
高

得
点

者
の

順
に

高
順

位
と

し
ま

す
。

出
願

資
格

　
　

※
一

般
枠

と
地

域
枠

と
の

併
願

は
認

め
ら

れ
ま

せ
ん

。
【
一

般
枠

】
高

等
学

校
，

中
等

教
育

学
校

，
特

別
支

援
学

校
の

高
等

部
及

び
日

本
の

高
等

学
校

と
同

等
の

課
程

を
有

す
る

と
し

て
文

部
科

学
大

臣
が

認
定

し
て

い
る

在
外

教
育

施
設

等
を

平
成

3
0
年

（
2
0
1
8
年

）
３

月
以

降
に

卒
業

し
た

者
及

び
令

和
２

年
（
2
0
2
0
年

）
３

月
卒

業
見

込
み

の
者

（
外

国
の

高
等

学
校

に
留

学
の

た
め

，
平

成
3
1
年

（
2
0
1
9
年

）
４

月
１

日
以

降
学

年
の

途
中

に
お

い
て

卒
業

と
認

め
ら

れ
た

者
を

含
み

ま
す

。
）
で

，
大

学
入

試
セ

ン
タ

ー
試

験
の

実
施

教
科

・
科

目
の

う
ち

本
学

が
指

定
し

た
教

科
･科

目
を

受
験

し
，

か
つ

，
次

の
要

件
を

満
た

す
者

で
す

。
１

．
高

等
学

校
等

に
お

け
る

学
習

成
績

が
優

秀
で

，
調

査
書

の
学

習
成

績
概

評
が

Ａ
段

階
に

属
す

る
者

　
　

※
Ⓐ

に
該

当
す

る
者

に
つ

い
て

は
，

調
査

書
に

Ⓐ
と

表
示

し
て

く
だ

さ
い

。
２

．
臨

床
医

あ
る

い
は

医
学

研
究

者
と

し
て

活
躍

し
よ

う
と

す
る

，
明

確
な

目
的

意
識

を
持

ち
，

病
め

る
人

々
へ

の
思

い
や

り
と

共
感

，
生

涯
学

習
へ

の
意

志
と

体
力

を
持

っ
た

者
３

．
合

格
し

た
場

合
は

，
入

学
す

る
こ

と
を

確
約

で
き

る
者

【
地

域
枠

】
上

記
出

願
資

格
に

加
え

，
次

の
要

件
を

満
た

す
者

で
す

。
・
大

分
県

内
の

小
学

校
又

は
中

学
校

を
卒

業
し

，
大

学
卒

業
後

，
大

分
県

の
地

域
医

療
に

貢
献

し
た

い
と

い
う

強
い

意
志

を
有

す
る

者
で

，
大

分
県

が
指

定
す

る
へ

き
地

医
療

拠
点

病
院

で
実

施
す

る
体

験
活

動
（
８

月
中

の
連

続
す

る
３

日
間

実
施

）
を

受
け

た
者

※
平

成
2
9
年

（
2
0
1
7
年

）
８

月
又

は
平

成
3
0
年

（
2
0
1
8
年

）
８

月
に

本
体

験
活

動
を

受
け

，
「
体

験
活

動
日

誌
」
及

び
「
体

験
活

動
感

想
文

」
を

提
出

済
の

者
に

つ
い

て
は

，
本

体
験

活
動

を
再

度
受

け
る

必
要

は
あ

り
ま

せ
ん

。
※

本
体

験
活

動
は

，
地

域
枠

で
出

願
す

る
た

め
に

の
み

実
施

す
る

も
の

で
す

。

（
３

）
令

和
2
年

度
地

域
の

医
師

確
保

の
た

め
の

入
学

定
員

増
に

つ
い

て

入
試

区
分

選
抜

方
法

（
※

1
）

選
抜

方
法

等
（
１

）
選

抜
方

法
【
第

１
次

選
考

】
一

般
枠

，
地

域
枠

と
も

に
，

大
学

入
試

セ
ン

タ
ー

試
験

の
成

績
に

よ
り

第
１

次
選

考
（
一

般
枠

，
地

域
枠

と
も

に
募

集
人

員
の

約
２

．
５

倍
）
を

行
い

，
第

２
次

選
考

の
対

象
者

を
決

定
し

ま
す

。

【
第

２
次

選
考

】
一

般
枠

，
地

域
枠

と
も

に
，

面
接

（
個

人
面

接
及

び
集

団
面

接
）
を

行
い

，
自

己
推

薦
書

，
調

査
書

，
特

別
活

動
に

関
す

る
調

査
書

及
び

大
学

入
試

セ
ン

タ
ー

試
験

の
成

績
を

総
合

的
に

評
価

し
，

合
格

者
を

決
定

し
ま

す
。

な
お

，
同

点
者

が
い

る
場

合
は

，
大

学
入

試
セ

ン
タ

ー
試

験
の

総
得

点
の

高
得

点
者

，
大

学
入

試
セ

ン
タ

ー
試

験
の

理
科

の
高

得
点

者
の

順
に

高
順

位
と

し
ま

す
。

名
称

選
抜

方
式

開
始

年
度

備
考

入
試

区
分

選
抜

方
法

（
※

1
）

出
願

要
件

（
※

1
）

開
始

年
度

備
考

出
願

要
件

（
※

1
）

出
願

資
格

※
一

般
枠

と
地

域
枠

と
の

併
願

は
認

め
ら

れ
ま

せ
ん

。
【
一

般
枠

】
高

等
学

校
，

中
等

教
育

学
校

，
特

別
支

援
学

校
の

高
等

部
及

び
日

本
の

高
等

学
校

と
同

等
の

課
程

を
有

す
る

と
し

て
文

部
科

学
大

臣
が

認
定

し
て

い
る

在
外

教
育

施
設

等
を

平
成

２
９

年
３

月
以

降
に

卒
業

し
た

者
及

び
平

成
３

１
年

３
月

卒
業

見
込

み
の

者
（
外

国
の

高
等

学
校

に
留

学
の

た
め

，
平

成
３

０
年

４
月

１
日

以
降

学
年

の
途

中
に

お
い

て
卒

業
と

認
め

ら
れ

た
者

を
含

み
ま

す
。

）
で

，
大

学
入

試
セ

ン
タ

ー
試

験
の

実
施

教
科

・
科

目
の

う
ち

本
学

が
指

定
し

た
教

科
・
科

目
を

受
験

し
，

か
つ

，
次

の
要

件
を

満
た

す
者

で
す

。
１

．
高

等
学

校
等

に
お

け
る

学
習

成
績

が
優

秀
で

，
調

査
書

の
学

習
成

績
概

評
が

Ａ
段

階
に

属
す

る
者

※
Ⓐ

に
該

当
す

る
者

に
つ

い
て

は
，

調
査

書
に

Ⓐ
と

表
示

し
て

く
だ

さ
い

。
２

．
臨

床
医

あ
る

い
は

医
学

研
究

者
と

し
て

活
躍

し
よ

う
と

す
る

，
明

確
な

目
的

意
識

を
持

ち
，

病
め

る
人

々
へ

の
思

い
や

り
と

共
感

，
生

涯
学

習
へ

の
意

志
と

体
力

を
持

っ
た

者
３

．
合

格
し

た
場

合
は

，
入

学
す

る
こ

と
を

確
約

で
き

る
者

【
地

域
枠

】
上

記
出

願
資

格
に

加
え

，
次

の
要

件
を

満
た

す
者

で
す

。
・
大

分
県

内
の

小
学

校
又

は
中

学
校

を
卒

業
し

，
大

学
卒

業
後

，
大

分
県

の
地

域
医

療
に

貢
献

し
た

い
と

い
う

強
い

意
志

を
有

す
る

者
で

，
大

分
県

が
指

定
す

る
へ

き
地

医
療

拠
点

病
院

で
実

施
す

る
体

験
活

動
（
８

月
中

の
連

続
す

る
３

日
間

実
施

）
を

受
け

た
者

※
平

成
2
8
年

８
月

又
は

平
成

2
9
年

８
月

に
本

体
験

活
動

を
受

け
，

「
体

験
活

動
日

誌
」
及

び
「
体

験
活

動
感

想
文

」
を

提
出

済
の

者
に

つ
い

て
は

，
本

体
験

活
動

を
再

度
受

け
る

必
要

は
あ

り
ま

せ
ん

。
※

本
体

験
活

動
は

，
地

域
枠

で
出

願
す

る
た

め
に

の
み

実
施

す
る

も
の

で
す

。

6



１
－

２
．

教
育

内
容

②
（
過

去
に

地
域

枠
を

設
定

し
た

こ
と

が
あ

る
場

合
）
こ

れ
ま

で
の

取
組

・
実

績
を

、
3
～

5
行

程
度

で
簡

潔
に

ご
記

入
く
だ

さ
い

。

③
上

記
①

の
教

育
内

容
（
正

規
科

目
）
に

つ
い

て
、

講
義

・
実

習
科

目
内

容
を

ご
記

入
く
だ

さ
い

。
ま

た
、

参
考

と
し

て
シ

ラ
バ

ス
の

写
し

を
ご

提
出

く
だ

さ
い

。

地
域

枠
学

生
そ

の
他

の
学

生
１

年
次

生
早

期
体

験
実

習
全

員
必

修
必

修
実

習
1

３
年

次
生

総
合

診
療

科
・
総

合
外

科
全

員
必

修
必

修
講

義

３
年

次
生

総
合

診
療

科
・
総

合
外

科
の

地
域

医
療

実
習

全
員

必
修

必
修

実
習

４
年

次
生

研
究

室
配

属
全

員
選

択
必

修
選

択
必

修
実

習
3

５
年

次
生

臨
床

実
習

（
S
ta

ge
1
）

の
地

域
医

療
実

習
全

員
必

修
必

修
実

習

５
年

次
生

臨
床

実
習

（
S
ta

ge
1
）

の
総

合
診

療
・
総

合
内

科
実

習
全

員
必

修
必

修
実

習

６
年

次
生

臨
床

実
習

(S
ta

ge
2
)の

総
合

内
科

・
総

合
診

療
科

実
習

全
員

選
択

必
修

選
択

必
修

実
習

６
年

次
生

臨
床

実
習

(S
ta

ge
2
)の

総
合

外
科

・
地

域
連

携
学

全
員

選
択

必
修

選
択

必
修

実
習

（
※

1
）
対

象
者

は
、

当
該

講
義

・
実

習
を

受
講

可
能

な
学

生
を

「
地

域
枠

学
生

」
「
全

員
」
の

う
ち

か
ら

選
択

く
だ

さ
い

。
（
地

域
枠

学
生

の
希

望
者

の
み

の
場

合
は

、
対

象
者

を
「
地

域
枠

学
生

」
、

必
修

／
選

択
の

別
を

「
選

択
」
と

ご
記

載
く
だ

さ
い

。
）

※
空

欄
が

あ
る

場
合

は
、

何
も

記
入

せ
ず

そ
の

ま
ま

に
ご

提
出

く
だ

さ
い

。

１
年

次
の

「
早

期
体

験
実

習
」
で

は
県

内
医

療
機

関
に

て
介

護
福

祉
に

関
す

る
体

験
実

習
を

行
い

、
３

年
次

の
「
地

域
医

療
実

習
」
で

は
県

内
5
5
箇

所
の

診
療

所
（
へ

き
地

診
療

所
を

含
む

）
で

プ
ラ

イ
マ

リ
・
ケ

ア
の

体
験

実
習

を
行

っ
て

い
る

。
４

年
次

の
研

究
室

配
属

で
は

地
域

を
フ

ィ
ー

ル
ド

と
し

た
研

究
を

実
施

し
（
例

年
５

名
程

度
）
、

５
年

次
の

「
滞

在
型

地
域

医
療

実
習

」
で

は
大

分
県

内
１

５
箇

所
の

へ
き

地
医

療
拠

点
病

院
で

２
週

間
泊

ま
り

込
み

で
の

実
習

を
行

っ
て

い
る

。

対
象

学
年

講
義

・
実

習
名

対
象

者
（
※

1
）

必
修

／
選

択
の

別
講

義
／

実
習

の
別

単
位 数

H
2
8

H
2
4

H
3
0

開
始

年
度

H
2
1
以

前

H
2
4

H
2
4

H
2
1
以

前

H
2
3

2 4 4

①
地

域
枠

学
生

が
卒

後
に

勤
務

す
る

こ
と

が
見

込
ま

れ
る

都
道

府
県

で
の

地
域

医
療

実
習

な
ど

、
地

域
医

療
を

担
う

医
師

養
成

の
観

点
か

ら
の

教
育

内
容

の
概

要
（
令

和
2
年

度
）
に

つ
い

て
、

5
～

6
行

程
度

で
簡

潔
に

ご
記

入
く
だ

さ
い

。

平
成

1
9
年

度
か

ら
入

学
定

員
内

に
地

域
枠

（
学

士
：
3
名

）
を

導
入

し
、

平
成

2
1
年

か
ら

は
地

域
枠

に
よ

る
増

員
（
平

成
2
1
年

5
名

：
平

成
2
2
年

以
降

1
0
名

）
を

開
始

し
、

現
在

、
計

1
3
名

を
地

域
枠

と
し

て
い

る
。

令
和

元
年

度
ま

で
に

地
域

枠
学

生
1
4
3
名

を
確

保
し

、
そ

の
う

ち
5
7
名

が
医

師
と

し
て

大
分

県
内

で
勤

務
し

、
1
7
名

が
へ

き
地

医
療

拠
点

病
院

に
赴

任
し

、
地

域
医

療
に

貢
献

し
て

い
る

。

（
参

考
：
記

入
例

）
平

成
○

年
度

か
ら

地
域

枠
に

よ
る

増
員

を
開

始
し

、
□

□
、

■
■

な
ど

の
取

組
を

行
っ

て
き

た
。

令
和

元
年

度
ま

で
に

△
名

の
地

域
枠

学
生

を
確

保
し

、
そ

の
う

ち
▲

名
が

現
在

～
～

と
し

て
地

域
医

療
に

貢
献

し
て

い
る

。

（
参

考
：
記

入
例

）
1
～

2
年

次
に

は
、

「
○

○
」
と

い
う

科
目

を
開

講
す

る
と

と
も

に
「
△

△
」
を

必
修

化
し

、
～

～
を

学
ん

で
い

る
。

3
～

4
年

次
に

は
、

×
×

実
習

を
行

い
、

～
～

を
学

ん
で

い
る

。
ま

た
キ

ャ
リ

ア
支

援
と

し
て

□
□

を
実

施
し

て
い

る
。

令
和

2
年

度
か

ら
は

、
■

■
を

新
た

に
開

始
す

る
な

ど
、

～
～

を
図

る
こ

と
と

し
て

い
る

。
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④
大

学
の

正
規

科
目

以
外

で
、

提
供

す
る

地
域

医
療

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
が

あ
れ

ば
、

そ
の

内
容

を
ご

記
入

く
だ

さ
い

。

対
象

学
年

プ
ロ

グ
ラ

ム
名

対
象

者
（
※

1
）

期
間

（
例

：
○

週
間

）
開

始
年

度

１
年

次
生

～
５

年
次

生
大

分
県

地
域

医
療

研
修

会
地

域
枠

学
生

３
日

間
H

2
1
以

前

１
年

次
生

～
６

年
次

生
大

分
の

地
域

医
療

の
明

日
を

拓
く
会

地
域

枠
学

生
１

日
間

H
2
5

１
年

次
生

～
６

年
次

生
地

域
医

療
セ

ミ
ナ

ー
 i
n
 大

分
全

員
２

日
間

H
2
4

（
※

1
）
対

象
者

は
、

当
該

講
義

・
実

習
を

受
講

可
能

な
学

生
を

「
地

域
枠

学
生

」
「
全

員
」
の

う
ち

か
ら

選
択

く
だ

さ
い

。
※

空
欄

が
あ

る
場

合
は

、
何

も
記

入
せ

ず
に

ご
提

出
く
だ

さ
い

。

⑤
上

記
③

④
以

外
に

、
地

域
医

療
を

担
う

医
師

の
養

成
に

関
す

る
取

組
等

が
あ

れ
ば

、
簡

潔
に

ご
記

入
く
だ

さ
い

。
（
令

和
元

年
度

以
前

か
ら

継
続

す
る

取
組

を
含

む
）
（
1
～

2
行

程
度

）

※
空

欄
が

あ
る

場
合

は
、

何
も

記
入

せ
ず

に
そ

の
ま

ま
ご

提
出

く
だ

さ
い

。

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

概
要

（
1
～

2
行

程
度

）

夏
休

み
期

間
に

大
分

県
内

の
へ

き
地

医
療

拠
点

病
院

か
へ

き
地

診
療

所
で

２
泊

３
日

の
研

修
を

自
治

医
科

大
学

生
と

一
緒

に
行

う

へ
き

地
医

療
拠

点
病

院
長

と
地

域
枠

卒
業

医
師

に
よ

る
講

演
、

お
よ

び
地

域
枠

卒
業

医
師

を
囲

む
懇

談
会

に
よ

り
情

報
共

有
を

行
う

県
内

の
へ

き
地

医
療

拠
点

病
院

と
そ

の
地

域
で

医
療

・
介

護
実

習
、

住
民

と
の

触
れ

合
い

を
と

お
し

て
地

域
医

療
の

魅
力

を
伝

え
て

い
る

取
組

の
名

称
取

組
の

概
要

（
1
～

2
行

程
度

）
開

始
年

度

大
分

県
臨

床
研

修
医

合
同

研
修

会
県

医
師

会
、

県
地

域
医

療
支

援
セ

ン
タ

ー
と

大
分

大
学

地
域

医
療

学
セ

ン
タ

ー
主

催
で

、
講

演
会

と
情

報
交

換
会

を
行

い
、

地
域

医
療

の
啓

発
を

行
っ

て
い

る
H

2
7

大
分

県
医

療
政

策
課

、
大

分
県

地
域

医
療

支
援

セ
ン

タ
ー

と
の

連
携

大
分

県
医

療
政

策
課

、
大

分
県

地
域

医
療

支
援

セ
ン

タ
ー

と
の

連
携

大
分

県
地

域
医

療
支

援
セ

ン
タ

ー
と

の
連

携

都
道

府
県

と
の

連
携
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２
．

都
道

府
県

等
と

の
連

携

月
額

総
貸

与
額

大
学

の
関

与
の

有
無

 (
※

1
）

大
分

県
1
3

新
入

生
5
0
,0

0
0

7
,0

9
6
,8

0
0

×
×

※
空

欄
が

あ
る

場
合

は
、

何
も

記
入

せ
ず

に
そ

の
ま

ま
ご

提
出

く
だ

さ
い

。

②
そ

の
他

、
都

道
府

県
と

連
携

し
た

取
組

が
あ

れ
ば

、
簡

潔
に

ご
記

入
く
だ

さ
い

。
（
例

：
在

学
中

の
学

生
に

対
す

る
都

道
府

県
と

連
携

し
た

相
談

・
指

導
、

卒
後

の
キ

ャ
リ

ア
パ

ス
形

成
等

に
対

す
る

支
援

）
（
1
～

2
行

程
度

）

※
空

欄
が

あ
る

場
合

は
、

何
も

記
入

せ
ず

に
そ

の
ま

ま
ご

提
出

く
だ

さ
い

。

３
．

そ
の

他

奨
学

金
の

設
定

主
体

貸
与

人
数

取
組

の
概

要
（
1
～

2
行

程
度

）
開

始
年

度

地
域

枠
学

生
と

の
面

談
卒

業
後

の
心

配
を

解
く
た

め
に

、
地

域
医

療
学

セ
ン

タ
ー

ス
タ

ッ
フ

が
メ

ン
タ

ー
的

に
面

接
を

行
い

、
義

務
機

関
の

勤
務

、
キ

ャ
リ

ア
形

成
支

援
な

ど
を

説
明

（
県

と
共

有
）

H
2
1
以

前

臨
床

研
修

医
、

地
域

枠
医

師
と

の
面

談
キ

ャ
リ

ア
形

成
と

地
域

勤
務

と
の

両
立

を
図

る
た

め
の

相
談

や
指

導
を

県
医

療
政

策
課

と
合

同
で

行
っ

て
い

る
H

2
6

 (
※

1
）
○

の
場

合
は

、
備

考
欄

に
詳

細
を

ご
記

入
く
だ

さ
い

。

①
 高

大
連

携
「
地

域
医

療
 魅

力
発

見
セ

ミ
ナ

ー
（
平

成
2
3
年

よ
り

）
」
：
県

内
の

高
校

２
年

生
を

対
象

に
講

演
・
グ

ル
ー

プ
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
・
体

験
学

習
を

行
っ

て
い

る
。

②
「
内

科
医

療
人

材
育

成
会

議
」
：
自

治
体

と
連

携
し

て
、

地
域

枠
医

師
を

指
導

医
と

と
も

に
地

域
病

院
に

派
遣

す
る

仕
組

み
（
平

成
3
0
年

よ
り

）
。

貸
与

対
象

貸
与

額
　

（
例

：
2
0
0
,0

0
0
）

１
～

２
に

記
入

し
た

も
の

以
外

で
、

そ
の

他
、

地
域

の
医

師
確

保
の

観
点

か
ら

大
学

の
今

後
の

取
組

が
あ

れ
ば

、
簡

潔
に

ご
記

入
く
だ

さ
い

。
（
1
～

3
行

程
度

）
特

に
、

都
道

府
県

か
ら

の
奨

学
金

の
貸

与
を

受
け

る
者

、
地

域
枠

入
学

者
を

確
保

す
る

た
め

に
貴

大
学

で
取

り
組

ま
れ

て
い

る
こ

と
や

今
後

の
取

組
み

予
定

が
あ

り
ま

し
た

ら
、

ご
記

入
く
だ

さ
い

。

返
還

免
除

要
件

勤
務

す
る

県
内

の
病

院
又

は
診

療
所

大
学

卒
業

後
、

医
師

免
許

を
受

け
た

後
、

貸
与

を
受

け
た

２
分

の
３

の
期

間
（
通

常
９

年
間

）
を

次
の

①
～

③
の

区
分

毎
に

各
指

定
医

療
機

関
で

勤
務

し
ま

す
。

①
 初

期
臨

床
研

修
（
卒

業
後

２
年

間
）
：

大
分

大
学

医
学

部
附

属
病

院
②

 後
期

研
修

（
卒

業
後

３
～

９
年

目
の

う
ち

３
年

間
）
：
大

分
大

学
医

学
部

附
属

病
院

等
③

 地
域

勤
務

（
卒

業
後

３
～

９
年

目
の

う
ち

４
年

間
）
：
県

の
指

定
す

る
へ

き
地

医
療

拠
点

病
院

等
※

 指
定

医
療

機
関

…
大

分
大

学
医

学
部

附
属

病
院

、
へ

き
地

医
療

拠
点

病
院

、
へ

き
地

診
療

所
の

う
ち

、
県

が
指

定
す

る
も

の

選
抜

時
期

選
抜

方
法

①
大

学
に

お
け

る
選

抜
前

に
都

道
府

県
に

お
い

て
面

接
等

を
実

施

取
組

の
名

称

①
都

道
府

県
が

設
定

す
る

奨
学

金
に

つ
い

て
、

以
下

を
ご

記
入

く
だ

さ
い

。
併

せ
て

、
都

道
府

県
が

厚
生

労
働

省
に

提
出

す
る

予
定

の
地

域
の

医
師

確
保

等
に

関
す

る
計

画
及

び
「
地

域
に

お
け

る
医

療
及

び
介

護
の

総
合

的
な

確
保

の
促

進
に

関
す

る
法

律
」
（
平

成
元

年
法

律
第

6
4
号

）
第

４
条

に
規

定
す

る
都

道
府

県
計

画
等

に
位

置
づ

け
る

こ
と

を
約

束
す

る
文

書
を

添
付

し
て

下
さ

い
。

な
お

、
複

数
の

奨
学

金
を

設
定

し
て

い
る

場
合

は
、

そ
れ

ぞ
れ

記
入

く
だ

さ
い

。

備
考

診
療

科
の

限
定

の
有

無

（
診

療
科

の
限

定
が

あ
る

場
合

）
そ

の
診

療
科

名
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1 

１．募集人員

医学部医学科 35 名（一般枠 22 名，地域枠 13 名）

２．出願資格    ※一般枠と地域枠との併願は認められません。

【地域枠】 

上記出願資格に加え，次の要件を満たす者です。

・大分県内の小学校又は中学校を卒業し，大学卒業後，大分県の地域医療に貢献したいという強い

意志を有する者で，大分県が指定するへき地医療拠点病院で実施する体験活動（８月中の連続す

る３日間実施）を受けた者

※平成 28 年８月又は平成 29 年８月に本体験活動を受け，「体験活動日誌」及び「体験活動感想文」 

を提出済の者については，本体験活動を再度受ける必要はありません。 

 ※本体験活動は，地域枠で出願するためにのみ実施するものです。 

９．選抜方法等

（１）選抜方法 

【第１次選考】 

    一般枠，地域枠ともに，大学入試センター試験の成績により第１次選考（一般枠，地域枠とも

に募集人員の約２.５倍）を行い，第２次選考の対象者を決定します。 

※ 第１次選考の結果については，通知書を平成 31 年２月７日（木）に受験者全員へ電子郵便で 

通知します。当日の 18 時までに未着の場合は，最寄りの集配郵便局に問い合わせてください。 

また，当日 10 時に大分大学ホームページ（http：//www.oita-u.ac.jp/）においても公表しま

す。 

なお，第１次選考合格者は，第２次選考試験当日に，必ず「大分大学受験票」と「大学入試

センター試験受験票」の２種類を忘れずに持参してください。 

【第２次選考】 

   一般枠，地域枠ともに，面接（個人面接及び集団面接）を行い，自己推薦書，調査書，特別活

動に関する調査書及び大学入試センター試験の成績を総合的に評価し，合格者を決定します。

なお，同点者がいる場合は，大学入試センター試験の総得点の高得点者，大学入試センター試

験の理科の高得点者の順に高順位とします。

（３）第２次選考試験期日 

試験期日 試験時間 試験科目 

平成 31 年２月 10 日（日）
午前の部： ９時 00分～

面接（個人面接・集団面接）
午後の部：13 時 00 分～

平成３１年度 

アドミッション・オフィス入試（ＡＯ入試） 

学 生 募 集 要 項（抜粋） 
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2 

（６）地域枠について 

地域枠志願者は，次の①～③について承諾した上で，出願前に大分県が指定するへき地医療拠点

病院で実施する体験活動（８月中の連続する３日間）を受けていただきます。 

 ※詳細は 18ページ 『平成 31 年度大分大学医学部医学科アドミッション・オフィス入試（ＡＯ入試） 

へき地医療拠点病院体験活動実施要項』に記載しています。

 ① 大分県医師修学資金貸与制度 

大分大学医学部にＡＯ入試（地域枠）で入学した学生全員に，大分県医師修学資金が貸与され

ます。 

   （ア）貸与額 

貸与額は，本学の入学料及び授業料に相当する額と修学支援金月額５万円です。 

     ※貸与額は，入学料・授業料改定によって変更することがあります。 

（イ）返還の免除 

大学卒業後，大分県知事の指定する医療機関において，貸与を受けた期間の２分の３に相

当する期間を医師として勤務した場合，全額返還を免除します。 

 ※詳細は大分県作成の「平成３１年度大分県医師修学資金貸与制度のしおり（アドミッション・ 

オフィス入試の地域枠入学生向け）」で確認してください。 

        《問い合わせ先》 

            大分県福祉保健部医療政策課地域医療推進班 

            〒870-8501  大分市大手町３丁目１番１号 

            TEL 097-506-2658 FAX 097-506-1734 

② 地域医療研修会 

地域枠入学者は，大分県が毎年実施する「地域医療研修会」に参加していただきます。 

③ その他 

     地域枠入学者は，入学後に一般枠への変更はできません。  
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3 

１．募集人員

医学部医学科 25 名（一般枠 22 名，地域枠 3 名）

地域枠定員については，文部科学省等に申請を行う予定であり，審議の結果，承認された場合

又は承認されなかった場合は，下記のとおりになります。

審議結果通知（10 月下旬～11 月上旬を予定）後は，本学ホームページで発表します。

２．出願資格    ※一般枠と地域枠との併願は認められません。

【地域枠】 

上記出願資格に加え，次の要件を満たす者です。

・大分県内の小学校又は中学校を卒業し，大学卒業後，大分県の地域医療に貢献したいという強い

意志を有する者で，大分県が指定するへき地医療拠点病院で実施する体験活動（８月中の連続す

る３日間実施）を受けた者

※平成 29 年（2017 年）８月又は平成 30 年（2018 年）８月に本体験活動を受け，「体験活動日誌」

及び「体験活動感想文」を提出済の者については，本体験活動を再度受ける必要はありません。 

 ※本体験活動は，地域枠で出願するためにのみ実施するものです。 

AO 入試
一般枠 22 名

地域枠  3 名

計

25 名

一般入試

（前期日程）
65 名

AO 入試
一般枠 22 名

地域枠 13 名

計

35 名

一般入試

（前期日程）
65 名

AO 入試
一般枠 22 名

地域枠 13 名

計

35 名

一般入試

（前期日程）
55 名

【現在の募集人員】

【地域枠募集人員に関する申請が承認された場合の募集人員】

【地域枠募集人員に関する申請が承認されなかった場合の募集人員】

令和２年度（2020 年度） 

アドミッション・オフィス入試（ＡＯ入試） 

学 生 募 集 要 項（抜粋） 
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９．選抜方法等

（１）選抜方法 

【第１次選考】 

    一般枠，地域枠ともに，大学入試センター試験の成績により第１次選考（一般枠，地域枠とも

に募集人員の約２.５倍）を行い，第２次選考の対象者を決定します。 

※ 第１次選考の結果については，通知書を令和２年（2020 年）２月６日（木）に受験者全員へ

電子郵便で出願時に登録した現住所へ通知します。当日の 18 時までに未着の場合は，最寄りの

集配郵便局に問い合わせてください。 

なお，第１次選考合格者は，第２次選考試験当日に，必ず「大分大学受験票」と「大学入試

センター試験受験票」の２種類を忘れずに持参してください。 

【第２次選考】 

   一般枠，地域枠ともに，面接（個人面接及びグループディスカッション）を行い，自己推薦書，

調査書，特別活動に関する調査書及び大学入試センター試験の成績を総合的に評価し，合格者を

決定します。

なお，同点者がいる場合は，大学入試センター試験の総得点の高得点者，大学入試センター試

験の理科の高得点者の順に高順位とします。

（３）第２次選考試験期日 

試験期日 試験時間 試験科目 

令和２年（2020 年）２月９日（日）
午前の部： ９時 00 分～ 面接（個人面接・ 

グループディスカッション）午後の部：13 時 00 分～

（６）地域枠について 

地域枠志願者は，次の①～④について承諾した上で，出願前に大分県が指定するへき地医療拠点

病院で実施する体験活動（８月中の連続する３日間）を受けていただきます。 

 ※詳細は別添の 『令和２年度（2020 年度）大分大学医学部医学科アドミッション・オフィス入試（ＡＯ入試） 

へき地医療拠点病院体験活動実施要項』に記載しています。

 ① 大分県医師修学資金貸与制度 

大分大学医学部にＡＯ入試（地域枠）で入学した学生全員に，大分県医師修学資金が貸与され

ます。 

   （ア）貸与額 

貸与額は，本学の入学料及び授業料に相当する額と修学支援金月額５万円です。 

     ※貸与額は，入学料・授業料改定によって変更することがあります。 

（イ）返還の免除 

大学卒業後，キャリア形式プログラムの対象となり，同プログラムに基づき大分県知事の

指定する医療機関において，貸与を受けた期間の２分の３に相当する期間を医師として勤務

した場合，全額返還を免除します。 

 ※詳細は大分県作成の「令和２年度（2020 年度）大分県医師修学資金貸与制度のしおり（アド 

ミッション・オフィス入試の地域枠入学生向け）」で確認してください。
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     《問い合わせ先》 

            大分県福祉保健部医療政策課地域医療推進班 

            〒870-8501  大分市大手町３丁目１番１号 

            TEL 097-506-2658 FAX 097-506-1734 

② 地域医療研修会 

地域枠入学者は，大分県が毎年実施する「地域医療研修会」に参加していただきます。 

③ キャリア形成プログラム 

地域枠入学者は，卒業後，キャリア形成プログラムの対象となります。 

    ※キャリア形成プログラムとは，平成 30 年（2018 年）７月の医療法の一部改正に伴い規定

されたもので，医師不足地域の医師確保と当該地域に派遣される医師のキャリア形成の両立

を目的として，卒業後，返還免除のため指定医療機関において勤務する期間（原則貸与期間

の２分の３）の就業先や研修先をあらかじめ大まかに定めておくものです。

④ その他 

     地域枠入学者は，入学後に一般枠への変更はできません。  
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